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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

真面目に取り組んでいて、生産性が向上した。

責任感のある作業ができている

・コロナ禍の影響で就労先へ出向く機会損失しているため、安定した施設外就労先の確保

連携先の企業等の意見または評価

農協 選果場責任者　Yさん

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住　所

電話番号

事業所番号

管理者名

対象年度

2410101063

加藤葉子

令和４年度

◆

◆

活動の様子の写真・成果物の写真

活動内容の追加コメント

◆

課題点

：

：

チーム連携が上手くなった（声掛け

や気遣い）

就労先からの作業曜日増加・作業時間増加

の要望に、充分に応えられない

得られた成果

対象者にとっての

メリット

：

：人材確保と障害者の社会参加

社会性の向上、就労意欲の向上

生産活動の喜び

実施した結果

４名～６名

地域連携活動の

ねらい

地域にとっての

メリット

連携先企業名 担当者名

活動場所

実施日程

実施した生産活動

施設外就労の概要

利用者数

：

◆

◆

◆

◆ ：

：

小人数にて固定した作業を任された

事で責任感を持たせる事が出来た

：

障がい者が⼀般就労場所で共同作業するこ

とにより、共生を⾃覚を促し⾃⽴を助ける

事業所名

0594-84-5980

選果場

水曜日・金曜日の午後

トマトの選別・箱作り

わたる

三重県桑名市柳原121-1　

地域連携活動の概要

様式１


